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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・月末になりましたので、各担当進捗状況をまだ打ち込みの済んでいないスタッフは3/31までに打ち込みして下さい。委員会の出席確認表へも記入していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・岡田　石子様～本日13：00御家族の迎えあり、外泊へ行かれています。本人より、医療費の支払いについて気にする発言聞かれている事を伝え、御家族より領収書のコピーを本人へ渡すとの事です。帰院後の疲労感や外泊中の様子等聞くようにしましょう。

・古川　富蔵様～本日14：15御家族の面会ありました。母様へ今後の自宅退院に向けて単独外出訓練や服薬自己管理を実施していく為、服薬ボードの購入や単独外出訓練に関して説明をしています。更に、詳しく外出訓練（買い物）から開始し、段階をふみスタッフ見守り等を行っていき決められた金額を持参させる事、又、無断離院時は御家族へ連絡を入れる事を伝えています。母様から本人へ自宅に帰らないように言われ、「はい、わかってる」と答えています。母様へ帰り際に「気をつけて帰って」と繰り返し言われている様子見られています。

＜注目患者様NCP評価＞

・倉橋　生子様～午前中のリハビリテーションプログラムへ参加していますが、参加中は終始表情の硬さ見られています。プログラム終了後は、素っ気無さや粗暴的な行動が

　　　　　　　　ありますが、他者とのトラブルはありません。引き続き、作業・リハビリテーションプログラムの参加状況、日課の取り組み状況の観察して行きましょう。

・菊地　明子様～下肢の違和感やソワソワ感や動悸の訴えは聞かれずに経過。リハビリテーションプログラムは強い眠気を訴え途中退席されています。本人へ声掛けし確認すると「3：00頃から目覚めていたんですよ。眠気のみで後は大丈夫です。」と話されています。本日深夜帯、「4：30に起きなければいけない。」「歩行しなきゃいけない。」とホールへ出来られています。日課に支障が出て来ているのであれば、休息を確実にとれるように生活リズムの調整をしていけるよう関わっていきましょう。

・稲垣　恵利子様～午前中の作業では「和みの会」で音楽鑑賞されています。参加中はテーブル

　　　　　　　　　に伏していますが、訴えは聞かれません。3/25（日）3：30「今日、退院だから荷物まとめていた。」と幻聴・妄想に左右された訴えや行動あり、スタッフとの振り返りでも「特に困っている事はない」「そんな気がしたから」等と

　　　　　　　　　はぐらかす事がありましたが、その後は睡眠とれています。行動化はありませんが、引き続き、睡眠状態、発言内容・行動、所在確認をしていきましょう。

・山田　隆雄様～周りを気にする行動はなく落ち着いています。夕食時になると奇声を発したり耳を塞いだりと幻聴・妄想に左右された行動が見られています。スタッフ声掛けには、「何でもない。大丈夫」と話し、否定的です。引き続き、日課・プログラムの取り組み状況観察して行きましょう。

＜OT一週間の報告・検討＞

・五日市　規様～以前より、作業の手を止めぼんやりとしている事が多くなっています。本人へ

　　　　　　　　理由を聞くと、手指に貼っているガーゼが気になっているとの事。「広がってきている。薬を塗っていても良くなってきていない。」と不安を訴えています。手の症状を訴えたり、精神症状のほうも見極めながら、観察し関わっていきます。

・大釜　万知様～最近、先々週あたりからゲームに関する独語やゲームに関する内容を書いています。年齢が若い為、仕事的に役割を与え他者と相談したり、話しをしたり協力して行ってもらえるようにクラブ活動を導入しています。引き続き、他者との交流がとれる様に関わっていきます。

＜川端Drケースカンファ・診察＞

・大釜　万知様～奇異行動は夜間が多かったが日中も昼夜問わず見られるようになってきています。スタッフの声掛けには、「大丈夫」と返答聞かれています。放歌時折聞かれていますが、トラブルには至っていません。3/23深夜帯で睡眠の不安定さ見られていましたが、その後は睡眠取れています。引き続き、睡眠状態、奇異行動の有無、日課・プログラム参加状況観察していきましょう。

・田名部　浩平様～ご家族より、3/30（金）10：00～3/31（土）18：00までの外泊希望あり、診察にて許可となっています。ニヤツキは見られていますが、日課・プログラム参加出来ています。16：00からの運動時は、他者を誘って一緒に運動される事が増えてきているので、引き続き声掛けしていきましょう。

・滝澤　久江様～3/25（日）準夜帯、スタッフオフィス前の窓を半分程開けている事があり、声掛けには「幾子が来るって聞えてきた。」と笑っています。現実検討の促しには、「うん」と返答しています。その後は幻聴・妄想に左右された行動はありません。作業中の流涎は減ってきていると作業スタッフより情報あります。日課・プログラムの取り組み状況、幻聴・妄想に左右された言動や行動、所在確認をしながら関わっていきましょう。

　　　　　診察→主治医より、妹様の病気について伝えられるが、特に表情変化なく「分かりません。」と返答されています。

・稲垣　恵利子様～スタッフと衣類の確認をする事で衣類を捨てる事はなくなっています。幻聴・妄想に左右された言動が聞かれている為、発言内容、行動、所在確認をしていきましょう。

診察→調子については「何ともないです。」と話しています。帰宅要求について主治医から尋ねられると手を横に振り「何も言ってないですよ。」と否定されています。今後の方向性が定まっていない為、退院の目途も立っていない事、治療を継続して行くよう説明を受け了承されています。

・山田　隆雄様～周りを気にする行動はなく落ち着いており、作業・プログラムへも参加出来ています。耳を塞ぐ行為も見られません。

　　　　　診察→主治医より、3/26の行動について尋ねられるが「分からないです。」と返答し奇声については「何でもないです。」と話しています。大きい声を出すとびっくりするから、大声を出さないようにと説明受けています。

